
安全衛生委員会規程ひな型 

第 1条（目的） 

   本規程は、別途定める「安全衛生管理規程」第○条に基づき、安全衛生委員会（以 

   下「委員会」）の構成、役割などを定めるものである。 

第 2条（構成） 

   1）委員会の委員は、次の人員をもって構成する。 

     1．委員長（1名）。 

      総括安全衛生管理者またはこれに準ずる者で会社が指名した者。 

2．副委員長（名）。 

       委員のうちから互選した者。 

3．安全管理者のうち会社が指名した者（ 名）。 

4．衛生管理者のうち会社が指名した者（ 名）。 

5．産業医のうち会社が指名した者（ 名）。 

6．安全および衛生に関する経験を有する者から会社が指名した者（ 名）。 

2）会社は当事業場に所属する作業環境測定士を委員として指名することがある。 

3）第 1項第 1号の委員長以外の委員の半数は、当事業場の従業員の過半数を代表す  

る労働組合の推薦した従業員とする。 

 

第 3条（役割） 

   各委員の役割は、次の通りとする。 

     1．委員長 

       委員長は、委員会を統括するとともに、会議の議長を務め、委員会の付議事 

       項およびその他必要な事項を処理する。 

     2．副委員長 

       副委員長は、委員長を補佐し、委員長の不在時などはこれに代わって委員会 

       を代表する。 

     3．委員 

       委員は、委員会に出席し、常に職場環境や安全衛生に関する事項に留意し、 

       安全衛生管理活動に積極的に寄与するものとする。 

 

第 4条（任期） 

   1）委員長および委員の任期は 1年とし、毎年 4月 1日より翌年 3月 31日までとす 

る。ただし、再任は妨げない。 

   2）委員に欠員が生じたときは速やかに補充する。 

   3）補充により委員に指名された者の任期は、前任者の残存期間とする。 

 



第 5条（事務局の設置） 

   1）委員会の事務局は、総務部とし、主として次の事項を行う。 

1．委員会の招集および付議に関する事項。 

     2．委員会に必要な資料の準備および配布に関する事項。 

     3．委員会の議事録の作成、配布および保管に関する事項。 

     4．委員との連絡およびその活動計画の調整。 

     5．その他委員会に関連する事務。 

2）委員会の議事録および重要項目の記録は、これを 3年間保存するものとする。 

3）委員会の開催の都度、遅滞なく、委員会における議事の概要を次に掲げるいずれ 

かの方法により従業員に周知するものとする。 

1．常時各従業員の見やすい場所に掲示しまたは備え付けること。 

         2．書面を従業員に交付すること。 

3．磁気テープ、磁気ディスクその他これらに準ずる物に記録し、かつ各作業場 

 に作業員が当該記録の内容を常時確認できる機器を設置すること。 

 

第 6条（調査書議事項） 

   委員会は、第 1条の目的を達成するため、次の事項を調査審議するとともに、必要 

な場合はその意見を会社に提出するものとする。 

     1．従業員の危険防止および健康障害防止の基本となるべき対策に関する事項。 

     2．従業員の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関する事項。 

     3．労働災害の原因および再発防止対策に関する事項。 

     4．安全衛生に関する規程の作成に関する事項。 

     5．危険性または有害性等の調査およびその結果に基づき講ずる措置で安全、衛 

       生に関する事項。 

     6．安全衛生に関する計画の作成、実施、評価および改善に関する事項。 

     7．安全衛生教育の実施計画に関する事項。 

     8．有害性の調査およびその結果に対する対策の策定に関する事項。 

     9．新規に採用する機械、器具その他の設備または原材料に関わる危険および健 

       康障害の防止に関する事項。 

      10．作業環境測定の結果およびその結果の評価に基づく対策の策定に関する事       

項。 

11．健康診断およびその結果に対する対策の策定に関する事項。 

      12．長時間労働による従業員の健康障害防止を図るための対策の策定に関する      

事項。 

      13．従業員の精神的健康の保持増進を図るための対策の策定に関する事項。 

      14．快適な職場環境の形成に対する対策の策定に関する事項。 



      15．その他安全衛生に必要と認められる重要な事項に関すること。 

 

第 7条（開催と召集） 

   委員会は、毎月 1 回定期に開催する。ただし、委員長は、緊急性のある調査審議報

告が発生したときなど必要と認めるときは、臨時に委員会を招集することができる。 

 

第 8条（決議の方法） 

   委員会の決議は過半数の委員が出席し、その出席している委員の過半数の賛成を 

   もって決定する。賛否同数の場合は委員長がこれを決定する。 

 

第 9条（委員以外の出席） 

   委員長が必要と認めたときは、委員以外の役員や従業員などを参加させることがで 

   きる。 

 

第 10条（安全衛生小委員会） 

   委員会は、必要に応じ専門事項などを調査審議する安全衛生小委員会を設置するこ   

とができる。 

 

第 11条（拠点の責任者の職務） 

   拠点の責任者は、拠点の安全衛生を確保するため、所属する従業員を指揮し、次の 

   業務を行う。 

     1．設備、環境の改善のための検討、措置並びに危険がある場合の措置。 

     2．点検検査の制度の改善、並びに実施結果の確認。 

     3．作業手順の取りまとめ、見直しおよび実施状況の確認。 

     4．手順が定まっていない作業の作業方法の指示、確認。 

     5．従業員の配置および資格者の養成。 

     6．健康診断後の健康管理。 

     7．新しい工程、機械設備、原材料の採用に当たっての安全衛生上の検討、措 

      置。 

     8．事故、災害発生時の応急措置、原因調査および問題点の把握、安全衛生委員 

      会への意見具申または提案。 

     9．その他安全衛生に関して必要な事項。 

 

第 12条（従業員の職務） 

   従業員は、自身、同僚および会社の安全衛生確保のために自ら次の事項を行う。 

     1．作業開始前の設備・場所・器貝などの安全衛生の確認。 



     2．安全な作業方法の実施。 

     3．確実な連絡、合図の実施。 

     4．整理整頓の実施。 

     5．火災防止上の措置の順守。 

     6．異常状態発生時の応急措置および通報。 

     7．設備・場所および作業方法の改善などについての意見具申または提案。 

     8．その他安全衛生に関して必要な事項。 

 

第 13条（その他の事項） 

   法令および本規程に定める事項外のことで、委員会の運営などに必要なその他の事 

   項については委員会がこれを定める。 

 

第 14条（罰則） 

   役員および従業員が故意または重大な過失により、本規程に違反した場合、就業規 

   則に照らして処分を決定する。 

 

第 15条（改廃） 

   本規程の改廃は、取締役会において行うものとする。 

 

附則 

   本規程は、平成○年○月○日より実施する。 

 

 

 


